
 
 
 

2024 年 1 月 31 日 

大阪ガス株式会社 

株式会社ＫＲＩ 

   

大阪ガス株式会社（代表取締役社長：藤原 正隆、以下「大阪ガス」）の 100％子会社で

ある株式会社ＫＲＩ（代表取締役社長：川崎 真一、以下「ＫＲＩ」）は、2024 年 2 月 1

日付で、蓄電池の試作に強みを持つエス・イー・アイ株式会社（代表取締役会長：澤井 

岳彦、以下「ＳＥＩ社」）の株式を取得し、子会社化します。 

ＫＲＩは、蓄電池に関する受託研究開発事業における領域の拡大を目指します。 

 

蓄電池市場は、車載用・定置用などの複数の用途向けに世界で拡大し続けると見込まれ

ています。日本においても、蓄電池は、2030 年度の温室効果ガス削減目標、2050 年のカ

ーボンニュートラルの達成に向けて、自動車の電動化、再生可能エネルギー（以下「再エ

ネ」）の主力電源化を達成するための最重要技術の一つとして位置付けられています。 

 

ＫＲＩは、先進的研究開発機能とコンサルティング機能をあわせ持つ総合的な民間受託

研究会社として、1987 年に大阪ガスにより設立されました。現在、エネルギー・環境技

術、材料技術を中心とする受託研究・分析評価を手掛けることでお客さま事業の支援を行

うとともに、自社研究により新たな技術シーズの掘り起こし、新たな価値の創造に取り組

んでいます。 

その中で蓄電池については、特に重点分野の一つとして受託研究開発事業の拡大に取り

組んでおります。 

 

ＳＥＩ社は、1999 年に設立された蓄電池の試作実証を手掛ける会社であり、特に、電

池のセルの試作技術に強みを保有しています。これまで、電池材料メーカー、蓄電池スタ

ートアップ、自動車業界の完成車メーカーなどを対象に、蓄電池の試作実証サービスを提

供してきました。 

 

蓄電池の商品開発・事業化は、研究開発領域、試作実証領域、製造販売領域の 3 つの段

階を経て行われています。今回の株式取得により、ＫＲＩの強みである研究開発・評価技

術と、ＳＥＩ社の強みである試作実証技術が融合することにより、これまでの研究開発領

域から、試作実証領域へと事業を拡大し、蓄電池に関する受託研究開発事業のバリューチ

ェーン強化が可能となります。 

更には、ＫＲＩが 2030 年に向けて進めていくリチウムイオン電池＊１の超長寿命化にお

いても、ＳＥＩ社の技術の活用を視野に入れています。 

 

Daigas グループは、導入が加速する再エネとの親和性が高い蓄電池の普及拡大に向け

た取り組みを加速するなど、様々なステークホルダーとともに社会課題の解決に資する価

値「ミライ価値」を創造し、「時代を超えて選ばれ続ける革新的なエネルギー＆サービス

カンパニー」への進化と、持続可能な社会の実現への貢献を目指してまいります。 

 
＊１：レアメタルであるリチウムを用いた電池で、蓄電池の種類の一つ。小型化が可能で高性能。 

モバイル機器や電気自動車のバッテリーなど様々な用途で利用されている。 

ＫＲＩによるエス・イー・アイ株式会社の株式取得について 

～蓄電池に関する受託研究開発事業の更なる拡大を目指して～ 



             

１．蓄電池に関する受託研究開発事業のバリューチェーン強化のイメージ 
・ＫＲＩの強みである研究開発・評価技術と、ＳＥＩ社の強みである試作実証技術を融合 

・事業領域を研究開発領域から、試作実証領域へと拡大 

・蓄電池に関する受託研究開発事業のバリューチェーンを強化 

 

 
 

 

２．会社概要 
■ＫＲＩ 

会社名 株式会社ＫＲＩ 

本社所在地 京都市下京区中堂寺南町 134 京都リサーチパーク 

設立 1987 年 2月 20 日 

代表者 代表取締役社長 川崎 真一 

株主 大阪ガス株式会社：100％ 

事業概要 

材料分野、エネルギー・環境分野を中心とする研究開発の受託 

分析及び試験評価 

上記に関わる調査・業務支援・その他付帯事業 等 

 
■ＳＥＩ社（2024 年 2月 1 日時点） 

会社名 エス・イー・アイ株式会社 

本社所在地 三重県津市久居新町 862-2 

設立 1999 年 11 月 11 日 

代表者 代表取締役社長 岩田 伸 

株主 株式会社ＫＲＩ：100％ 

事業概要 蓄電池の試作実証、開発の受託 

 

 

以上 

 


